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(57)【要約】
【課題】噴出性能が安定し、容易に交換できる内視鏡の
送気・送水ノズルを提供すること。
【解決手段】送気・送水ノズル１３０は、流体を噴出す
る噴出口１３１ａを有する硬質部材によって形成される
ノズル本体部１３１と、ノズル本体部１３１を支持する
軟質部材によって形成されるノズル支持部材１３３とを
有している。ノズル本体部１３１は、水密を確保するよ
うにノズル支持部材１３３を介して送気・送水開口部１
２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに密着する。
【選択図】　　　図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部の先端部に嵌め込まれ、前記先端部に配設されている観察窓に流体を噴
出する内視鏡の送気・送水ノズルであって、
　前記観察窓に流体を噴出する噴出口を有する硬質部材によって形成されるノズル本体部
と、
　前記ノズル本体部を支持する軟質部材によって形成されるノズル支持部材と、
　を具備し、
　前記ノズル本体は、水密を確保するように前記ノズル支持部材を介して前記先端部に密
着固定することを特徴とする内視鏡の送気・送水ノズル。
【請求項２】
　前記ノズル本体部の外周面と前記ノズル支持部材の内周面との少なくとも一方に配設さ
れ、前記ノズル支持部材に圧入された前記ノズル本体部を前記ノズル支持部材に接着する
接着部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の送気・送水ノズル。
【請求項３】
　前記ノズル支持部材は、
　　前記ノズル支持部材の外周面に配設され、前記先端部に形成される凸部に嵌めこまれ
る凹部と、
　　前記ノズル支持部材の外周面に配設され、前記先端部に形成される凹部に嵌めこまれ
る凸部と、
　の少なくとも一方を有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡の
送気・送水ノズル。
【請求項４】
　前記硬質部材は、金属または樹脂を含み
　前記軟質部材は、ゴムまたは軟性の樹脂によって形成されることを特徴とする請求項１
乃至請求項３のいずれか１つに記載の内視鏡の送気・送水ノズル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体を噴出する内視鏡の送気・送水ノズルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部は、挿入部の先端部に配設される観察窓と送気・送水ノズル（以下、ノ
ズル）とを有している。ノズルは、観察窓を洗浄するために、観察窓に流体を噴出する。
【０００３】
　ノズルの先端部側において、体液等の流体が挿入部の外部から挿入部の内部へ浸入する
ことを防止するために、水密が確保されていることが求められている。　
　またノズルの基端部側において、洗浄のための流体が意図せず挿入部の内部から挿入部
の外部へ流出することを防止するために、水密が確保されていることが求められている。
　
　また、リペアのために、ノズルは容易に交換可能であることが求められている。
【０００４】
　このようなノズルは、例えば特許文献１に開示されている。特許文献１に開示されてい
るノズルは、洗浄・修理・交換等のメンテナンスが容易であり、ゴム等の弾性体で形成さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－７５２９７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１においては、ノズルが弾性体のため、ノズルの噴出位置が安定せず、更に弾
性体の経時変化に伴い、噴出位置が変化し、安定した噴出性能が得られない虞が生じる。
【０００７】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、噴出性能が安定し、容易に交換
できる内視鏡の送気・送水ノズルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡の挿入部の先端部に嵌め込まれ、前記先端部に
配設されている観察窓に流体を噴出する内視鏡の送気・送水ノズルであって、前記観察窓
に流体を噴出する噴出口を有する硬質部材によって形成されるノズル本体部と、前記ノズ
ル本体部を支持する軟質部材によって形成されるノズル支持部材と、を具備し、前記ノズ
ル本体部は、水密を確保するように前記ノズル支持部材を介して前記先端部に密着固定す
ることを特徴とする内視鏡の送気・送水ノズルを提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、噴出性能が安定し、容易に交換できる内視鏡の送気・送水ノズルを提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明に係る第１の実施形態の内視鏡の概略構成図である。
【図２Ａ】図２Ａは、先端硬質部の正面図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに示す２Ｂ－２Ｂ線における断面図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ノズル本体部とノズル支持部材と送気・送水開口部と送気・送水貫
通孔部との大きさを説明する図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、送気・送水ノズルの組立を説明する図である。
【図２Ｅ】図２Ｅは、送気・送水ノズルの組立を説明する図である。
【図２Ｆ】図２Ｆは、送気・送水ノズルの先端部側における水密を説明する図である。
【図２Ｇ】図２Ｇは、送気・送水ノズルの基端部側における水密を説明する図である。
【図３】図３は、第１の変形例における送気・送水ノズルを説明する図である。
【図４Ａ】図４Ａは、第２の変形例における送気・送水ノズルの組立を説明する図である
。
【図４Ｂ】図４Ｂは、第２の変形例における送気・送水ノズルの組立を説明する図である
。
【図４Ｃ】図４Ｃは、第２の変形例における送気・送水ノズルの組立を説明する図である
。
【図５Ａ】図５Ａは、第３の変形例における送気・送水ノズルの組立を説明する図である
。
【図５Ｂ】図５Ｂは、第３の変形例における送気・送水ノズルの組立を説明する図である
。
【図５Ｃ】図５Ｃは、第３の変形例における送気・送水ノズルの組立を説明する図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図２Ｃと図２Ｄと図２Ｅと図２Ｆと図２Ｇとを参照して第１の
実施形態について説明する。なお一部の図面では、図示の明瞭化のために一部の部材の図
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示を省略している。
【００１２】
　［内視鏡１０］　
　図１に示すように内視鏡１０は、患者の体腔内等に挿入される細長い挿入部２０と、挿
入部２０の基端部と連結し、内視鏡１０を操作する操作部３０とを有している。
【００１３】
　［挿入部２０］　
　挿入部２０は、挿入部２０の先端部側から挿入部２０の基端部側に向かって、先端硬質
部２１と、湾曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲
部２３の先端部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
　
　先端硬質部２１は、挿入部２０の先端部であり、硬く、曲がらない。先端硬質部２１の
詳細な構成については、後述する。　
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部３７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、図示しない照明光が観察対象物に照明され、観察対象物が観察視野内に捉えられ
る。　
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有している。よって可撓管部２５は、外力によって曲
がる。可撓管部２５は、操作部３０における後述する本体部３１から延出されている管状
部材である。
【００１４】
　［操作部３０］　
　操作部３０は、可撓管部２５が延出している本体部３１と、本体部３１の基端部と連結
し、内視鏡１０を操作する操作者によって把持される把持部３３と、把持部３３と接続し
ているユニバーサルコード４１とを有している。
【００１５】
　［本体部３１］　
　本体部３１は、処置具挿入口３５ａを有している。処置具挿入口３５ａは、図示しない
処置具挿通チャンネルの基端部と連通している。処置具挿通チャンネルは、挿入部２０の
内部に配設され、可撓管部２５から先端硬質部２１に渡って配設されている。処置具挿通
チャンネルの先端部は、先端硬質部２１に配設されている先端開口部３５ｂ（図２Ａ参照
）と連通している。処置具挿入口３５ａは、図示しない内視鏡用処置具を処置具挿通チャ
ンネルに挿入するための挿入口である。図示しない内視鏡用処置具は、処置具挿入口３５
ａから処置具挿通チャンネルに挿入され、先端硬質部２１側まで押し込まれる。そして内
視鏡用処置具は、先端開口部３５ｂから突出される。
【００１６】
　［把持部３３］　
　把持部３３は、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部３７と、スイッチ部３９とを有し
ている。
【００１７】
　［湾曲操作部３７］　
　湾曲操作部３７は、湾曲部２３を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ３７ａと、湾
曲部２３を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ３７ｂと、湾曲した湾曲部２３の位置
を固定する固定ノブ３７ｃとを有している。
【００１８】
　［スイッチ部３９］　
　スイッチ部３９は、吸引スイッチ３９ａと、送気・送水スイッチ３９ｂと、内視鏡撮影
用の各種スイッチ３９ｃとを有している。吸引スイッチ３９ａと送気・送水スイッチ３９
ｂと各種スイッチ３９ｃとは、把持部３３が操作者に把持された際に、操作者の手によっ
て操作される。　
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　吸引スイッチ３９ａは、吸引開口部を兼ねる先端開口部３５ｂから吸引チャンネルを兼
ねる処置具挿通チャンネルを介して、粘液や流体等を内視鏡１０が吸引するときに操作さ
れる。　
　送気・送水スイッチ３９ｂは、図２Ａに示す先端硬質部２１において撮像ユニット２１
ｂの観察視野を確保するために、図示しない送気チャンネルと送気・送水チャンネル１４
０（図２Ｂ参照）とから流体を送気するときと、図示しない送水チャンネルと送気・送水
チャンネル１４０とから流体を送水するときに操作される。送気・送水チャンネル１４０
の基端部は２股にわかれており、一方が送気チャンネルと連通するように接続し、他方が
送水チャンネルと連通するように接続している。流体は、水や気体を含む。　
　吸引チャンネルと、送気チャンネルと、送水チャンネルと、送気・送水チャンネル１４
０とは、内視鏡１０の内部において、挿入部２０から本体部３１と把持部３３とを介して
ユニバーサルコード４１にまで配設されている。
【００１９】
　［ユニバーサルコード４１］　
　ユニバーサルコード４１は、図示しない制御装置と図示しない表示装置と図示しない光
源装置とに接続する図示しない接続コネクタを有している。
【００２０】
　［先端硬質部２１の詳細な構成］　
　図２Ａに示すように、先端硬質部２１は、図示しない処置具挿通チャンネルと連通して
いる先端開口部３５ｂと、照明光を出射する１対の照明ユニット２１ａと、体腔内を撮像
する撮像ユニット２１ｂと、流体を噴出する送気・送水ノズル１３０とを有している。
【００２１】
　照明ユニット２１ａは、図示しない照明ケーブルと接続している。照明ケーブルは、内
視鏡１０の内部に配設され、挿入部２０から操作部３０を介して接続コネクタに渡って配
設されている。照明ケーブルは、接続コネクタが制御装置と接続した際に、制御装置と接
続する。これにより照明ユニット２１ａは、照明光を出射する。　
　図２Ａに示すように、照明ユニット２１ａは、先端硬質部２１の平面方向において撮像
ユニット２１ｂを挟み込むように配設されている。つまり照明ユニット２１ａは、撮像ユ
ニット２１ｂを中心に対称に配設されている。
【００２２】
　図２Ｂに示すように、撮像ユニット２１ｂは、観察窓２１ｃを有する例えばＣＣＤなど
によって形成されている。観察窓２１ｃは、撮像ユニット２１ｂの先端部に配設されてい
る。また図２Ｂに示すように、撮像ユニット２１ｂは、撮像ケーブル２１ｄと接続してい
る。撮像ケーブル２１ｄは、内視鏡１０の内部に配設され、挿入部２０から操作部３０を
介して接続コネクタに渡って配設されている。撮像ケーブル２１ｄは、接続コネクタが制
御装置と接続した際に、制御装置と接続する。これにより撮像ユニット２１ｂが撮像した
撮像画像は、表示装置に表示される。
【００２３】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、このような先端硬質部２１は、例えば金属などの硬質
部材によって形成されている本体部１２１と、例えば樹脂などの軟質部材によって形成さ
れ、本体部１２１の先端部を覆うカバー部１２３とによって形成されている。
【００２４】
　［本体部１２１の構成］　
　図２Ｂに示すように、本体部１２１は、撮像ユニット２１ｂが挿入される撮像挿入孔部
１２１ｂと、送気・送水ノズル１３０と送気・送水チャンネル１４０とが互いに連通する
ように嵌り込む送気・送水貫通孔部１２１ｃとを有している。　
　図２Ｂに示すように、撮像挿入孔部１２１ｂと送気・送水貫通孔部１２１ｃとは、本体
部１２１の軸方向において本体部１２１を貫通している。また送気・送水貫通孔部１２１
ｃは、本体部１２１の径方向において、撮像挿入孔部１２１ｂと隣り合うように配設され
ている。
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【００２５】
　なお図示は、省略するが、本体部１２１は、先端開口部３５ｂと連通し、処置具挿通チ
ャンネルと連通するように接続する処置具貫通孔部と、照明ユニット２１ａが挿入される
１対の照明挿入孔部とをさらに有する。処置具貫通孔部と照明挿入孔部とは、本体部１２
１の軸方向において本体部１２１を貫通している。
【００２６】
　［カバー部１２３］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、カバー部１２３は、撮像挿入孔部１２１ｂと送気・送
水チャンネル１４０と照明挿入孔部と処置具貫通孔部との先端部と本体部１２１の先端面
とを含む本体部１２１の先端部を覆う。
【００２７】
　図２Ａに示すように、カバー部１２３は、処置具貫通孔部に対応する位置に配設され、
カバー部１２３が本体部１２１の先端部を覆う際に、外部と処置具貫通孔部とに連通する
先端開口部３５ｂと、照明ユニット２１ａ（照明挿入孔部）に対応する位置に配設されて
いる１対の照明窓１２３ａとを有している。　
　先端開口部３５ｂは、内視鏡処置具が内視鏡１０の内部を示す処置具挿通チャンネルか
ら外部に向けて突出するために配設されている。　
　図２Ａに示すように、照明窓１２３ａは、観察窓２１ｃを挟み込むように配設されてい
る。つまり照明窓１２３ａは、観察窓２１ｃを中心に対称に配設されている。照明窓１２
３ａは、レンズを有していても良い。
【００２８】
　また図２Ｂと図２Ｃとに示すように、カバー部１２３は、送気・送水貫通孔部１２１ｃ
に対応する位置に配設され、カバー部１２３が本体部１２１の先端部を覆う際に、外部と
送気・送水貫通孔部１２１ｃとに連通する送気・送水開口部１２３ｃを有している。　
　図２Ｂと図２Ｃとに示すように、送気・送水開口部１２３ｃは、本体部１２１の径方向
において、観察窓２１ｃと隣り合うように配設されている。　
　なお図２Ｂに示すように、観察窓２１ｃがカバー部１２３に配設されるように、カバー
部１２３は開口部を有している。
【００２９】
　［送気・送水ノズル１３０］　
　図２Ｂと図２Ｃとに示すように、送気・送水ノズル１３０は、送気・送水チャンネル１
４０と連通するように、挿入部２０の先端部である先端硬質部２１、詳細には先端硬質部
２１の送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれる。送気
・送水ノズル１３０は、先端硬質部２１に配設されている観察窓２１ｃに流体を噴出する
。
【００３０】
　図２Ｂと図２Ｃとに示すように、送気・送水ノズル１３０は、流体を噴出する噴出口１
３１ａを有する硬質部材によって形成されるノズル本体部１３１と、送気・送水開口部１
２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれ、嵌め込まれた後にノズル本体部１
３１が圧入され、ノズル本体部１３１を支持する軟質部材によって形成される筒状のノズ
ル支持部材１３３とを有している。
【００３１】
　［ノズル本体部１３１］　
　図２Ｂに示すように、ノズル本体部１３１は、ノズル本体部１３１の先端部に配設され
、ノズル本体部１３１の長手軸に対して直交する方向に屈曲している屈曲部１３１ｂを有
している。そして噴出口１３１ａは、噴出口１３１ａがノズル本体部１３１の径方向にお
いて観察窓２１ｃと略同一直線上に配設され、流体がノズル本体部１３１の径方向におい
て直線状に噴出口１３１ａから観察窓２１ｃに向かって噴出されるように、屈曲部１３１
ｂに配設されている。このようなノズル本体部１３１は、流体が本体部１２１の径方向に
おいて直線状に噴出口１３１ａから観察窓２１ｃに向かって噴出されるように、ノズル支
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持部材１３３に支持される。そしてノズル本体部１３１は、水密を確保するようにノズル
支持部材１３３を介して送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに密
着固定する。
【００３２】
　また図２Ｂと図２Ｃと図２Ｄと図２Ｅとに示すように、ノズル本体部１３１が送気・送
水チャンネル１４０と連通するように、ノズル本体部１３１はノズル支持部材１３３に圧
入される。このようにノズル本体部１３１は、ノズル支持部材１３３の芯部材として形成
される。
【００３３】
　ノズル本体部１３１は、例えば、金属または硬質な樹脂などを含む硬質部材によって形
成される。図２Ｃに示すように、ノズル本体部１３１の外径をＤ１とする。
【００３４】
　［ノズル支持部材１３３］　
　前記したように、送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込
まれるノズル支持部材１３３において、図２Ｃに示すように、ノズル支持部材１３３の外
径ｄ２は、送気・送水開口部１２３ｃの内径ｄ３と送気・送水貫通孔部１２１ｃの内径ｄ
４とよりも大きい。なお内径ｄ３は、内径ｄ４よりも小さい。このため図２Ｂと図２Ｃと
図２Ｄと図２Ｅとに示すように、ノズル本体部１３１は、ノズル支持部材１３３が送気・
送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込み可能となるように、自在
に変形する軟質部材によって形成される。このような軟質部材は、例えば、ゴムや軟性の
樹脂や弾性体を有している。
【００３５】
　また図２Ｄに示すように、ノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃと送気・
送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた後、ノズル本体部１３１が水密を確保するように
本体部１２１とカバー部１２３とに密着し、ノズル支持部材１３３が密着することによっ
て、ノズル支持部材１３３の径方向と軸方向との位置が決まる。
【００３６】
　また図２Ｃに示すように、ノズル支持部材１３３は、ノズル支持部材１３３の外周面に
凹設されている凹部１３３ａを有している。凹部１３３ａは、リング形状を有しており、
ノズル支持部材１３３の外周面を全周に渡って配設されている。凹部１３３ａは、図２Ｄ
に示すように、ノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部
１２１ｃとに嵌め込まれた際に送気・送水開口部１２３ｃにおけるカバー部１２３の内周
縁に該当する凸部１２３ｅと係合する。凹部１３３ａは、凸部１２３ｅと係合することに
よって、ノズル支持部材１３３の長手軸方向においてノズル支持部材１３３を位置決めす
る。なお内径ｄ３が内径ｄ４よりも小さくなるように送気・送水開口部１２３ｃが形成さ
れることによって、凸部１２３ｅは形成される。
【００３７】
　また図２Ｃに示すように、ノズル本体部１３１が圧入される筒状のノズル支持部材１３
３において、ノズル支持部材１３３の内径Ｄ５は、圧入のためにノズル本体部１３１の外
径Ｄ１よりも小さい。このため本実施形態では、ノズル支持部材１３３は、ノズル本体部
１３１がノズル支持部材１３３をノズル支持部材１３３の径方向において外側に押し広げ
てノズル支持部材１３３に圧入されるように、例えばノズル支持部材１３３の径方向に伸
縮自在な前記した軟質部材によって形成されている。言い換えると、ノズル支持部材１３
３は、ノズル本体部１３１がノズル支持部材１３３に圧入されることによって、ノズル支
持部材１３３の径方向において外側に向かって広がるように押圧される。
【００３８】
　本実施形態では、図２Ｄに示すように、ノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２
３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた後、ノズル本体部１３１がノズル支
持部材１３３に圧入される。このためノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃ
と送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた状態で、前記したノズル本体部１３１の
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圧入によって、前記したようにノズル支持部材１３３が外側に向かって押圧される。そし
て、ノズル支持部材１３３は、押圧によって水密を確保し、ノズル支持部材１３３が挿入
部２０の先端部である先端硬質部２１の本体部１２１とカバー部１２３とに密着するよう
に、ノズル支持部材１３３は軟質部材によって形成されている。
【００３９】
　また図２Ｅに示すように、ノズル支持部材１３３は、ノズル本体部１３１の圧入によっ
て本体部１２１とカバー部１２３とにさらに密着する。
【００４０】
　また図２Ｅに示すように、ノズル本体部１３１がノズル支持部材１３３に圧入された際
、ノズル本体部１３１の圧入によって、ノズル支持部材１３３に対してノズル本体部１３
１の径方向と軸方向との位置が決まる。またノズル本体部１３１がノズル支持部材１３３
に圧入された際、ノズル本体部１３１は、屈曲部１３１ｂがノズル支持部材１３３に当接
することで、ノズル本体部１３１の長手軸方向の位置が決まる。またノズル支持部材１３
３は、ノズル本体部１３１が送気・送水チャンネル１４０と連通するように、ノズル本体
部１３１を支持する。
【００４１】
　ノズル支持部材１３３は、ノズル本体部１３１と略同一の長さを有している。またノズ
ル支持部材１３３は、ノズル支持部材１３３が送気・送水貫通孔部１２１ｃに嵌め込まれ
た際に、送気・送水チャンネル１４０が送気・送水貫通孔部１２１ｃに嵌め込み可能とな
るように、送気・送水貫通孔部１２１ｃよりも短い長さを有している。
【００４２】
　［組立方法］　
　ノズル支持部材１３３は、軟質部材によって形成されるため変形可能である。このため
外径ｄ２が内径ｄ３と内径ｄ４とよりも大きいノズル支持部材１３３であっても、図２Ｄ
に示すように、ノズル支持部材１３３は、送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔
部１２１ｃとに嵌め込まれる。このとき、ノズル支持部材１３３は、本体部１２１とカバ
ー部１２３とに密着する。これにより、ノズル支持部材１３３は、水密を確保する。この
水密は、図２Ｆに示すように送気・送水ノズル１３０の先端部側において体液等の流体が
挿入部２０の外部から挿入部２０の内部へ浸入することを防止し、図２Ｇに示すようにノ
ズルの基端部側において洗浄用の流体が意図せず挿入部２０の内部から挿入部２０の外部
へ流出することを防止することを示す。
【００４３】
　図２Ｄに示すように、ノズル支持部材１３３は、本体部１２１とカバー部１２３とに密
着する。　
　また図２Ｄに示すように、ノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃと送気・
送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた際、凹部１３３ａは凸部１２３ｅと係合する。
【００４４】
　図２Ｄに示すように、送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌
め込まれ、本体部１２１とカバー部１２３とに密着しているノズル支持部材１３３におい
て、ノズル本体部１３１は、噴出口１３１ａがノズル本体部１３１の径方向において観察
窓２１ｃと同一直線上に配設され、ノズル本体部１３１が送気・送水チャンネル１４０と
連通するように、ノズル支持部材１３３に圧入される。
【００４５】
　内径Ｄ５は外径Ｄ１よりも小さいが、ノズル支持部材１３３は軟質部材によって形成さ
れているため、ノズル本体部１３１は、ノズル支持部材１３３に圧入可能である。このと
き、ノズル支持部材１３３は、圧入されるノズル本体部１３１によってノズル支持部材１
３３の径方向において外側に押し広げられる。つまりノズル支持部材１３３は、ノズル本
体部１３１によって押圧される。これにより、ノズル支持部材１３３は、送気・送水開口
部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた状態で、ノズル本体部１３１
の圧入によって外側に向かって押圧され、押圧によって水密を確保するように本体部１２
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１とカバー部１２３とにさらに密着する。よって、ノズル支持部材１３３は、水密をさら
に確保する。この水密は、前記したように、図２Ｆに示すように送気・送水ノズル１３０
の先端部側において体液等の流体が挿入部２０の外部から挿入部２０の内部へ浸入するこ
とを防止し、図２Ｇに示すようにノズルの基端部側において洗浄用の流体が意図せず挿入
部２０の内部から挿入部２０の外部へ流出することを防止することを示す。
【００４６】
　またノズル支持部材１３３は、ノズル本体部１３１の圧入によって本体部１２１とカバ
ー部１２３とにさらに密着する。　
　また凹部１３３ａはノズル本体部１３１の圧入によって凸部１２３ｅとさらに係合する
。　
　またノズル本体部１３１の圧入によって、ノズル支持部材１３３に対してノズル本体部
１３１の径方向と軸方向との位置が決まる。また屈曲部１３１ｂがノズル支持部材１３３
に当接することで、ノズル本体部１３１の長手軸方向の位置が決まる。
【００４７】
　送気・送水ノズル１３０が交換される場合、ノズル本体部１３１がノズル支持部材１３
３から抜去される。次に、ノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃと送気・送
水貫通孔部１２１ｃとから抜去される。
【００４８】
　［効果］　
　このように本実施形態では、図２Ｂに示すように、送気・送水ノズル１３０は、噴出口
１３１ａを有する例えば金属などの硬質なノズル本体部１３１と軟質なノズル支持部材１
３３とによって形成されている。これにより、本実施形態では、噴出口１３１ａを含むノ
ズル本体部１３１の劣化を防止でき、送気・送水ノズル１３０の噴出性能の低下を防止で
き、安定した噴出性能を得ることができる。　
　また本実施形態では、ノズル本体部１３１をノズル支持部材１３３から抜去し、次にノ
ズル支持部材１３３を送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとから抜
去する。このように本実施形態では、交換のために、送気・送水ノズル１３０を容易に抜
去できる。よって本実施形態では、送気・送水ノズル１３０を容易に交換できる。
【００４９】
　また本実施形態では、外径ｄ２が内径ｄ３と内径ｄ４とよりも大きく、ノズル支持部材
１３３は、軟質部材によって形成されるため変形可能であり、本体部１２１とカバー部１
２３とに密着する。これにより、本実施形態では、ノズル支持部材１３３が送気・送水開
口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれることで、容易に水密を確保
できる。　
　また本実施形態では、ノズル支持部材１３３は、送気・送水開口部１２３ｃと送気・送
水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた状態で、ノズル本体部１３１の圧入によって本体部
１２１とカバー部１２３とにさらに密着する。これにより本実施形態では、さらに容易に
水密をより強固に確保できる。
【００５０】
　また本実施形態では、ノズル支持部材１３３がノズル支持部材１３３は、送気・送水開
口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた際、ノズル支持部材１３３
は本体部１２１とカバー部１２３とに密着できる。　
　また本実施形態では、ノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水
貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた際、凹部１３３ａは凸部１２３ｅと係合できる。
【００５１】
　また本実施形態では、ノズル支持部材１３３は、送気・送水開口部１２３ｃと送気・送
水貫通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた状態で、ノズル本体部１３１の圧入によって本体部
１２１とカバー部１２３とにさらに密着できる。　
　また本実施形態では、凹部１３３ａはノズル本体部１３１の圧入によって凸部１２３ｅ
とさらに係合できる。
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【００５２】
　また本実施形態では、前記したように密着しているため、送気・送水時において、ノズ
ル本体部１３１がノズル支持部から抜けることを防止でき、送気・送水ノズル１３０が先
端硬質部２１から抜けることを防止できる。
【００５３】
　また本実施形態では、前記したように硬質材料からなるノズル本体部１３１がノズル支
持部材１３３に密着することで、送気・送水時において、ノズル本体部１３１の噴出口１
３１ａの向きを確実に固定でき、観察窓２１ｃを確実に洗浄できる。
【００５４】
　［第１の変形例］　
　第１の実施形態ではノズル本体部１３１は、ノズル本体部１３１の圧入のみによって、
ノズル支持部材１３３に対してノズル本体部１３１の径方向と軸方向との位置が決まるが
、これに限定する必要はない。
【００５５】
　図３に示すように、送気・送水ノズル１３０は、例えば、ノズル本体部１３１の外周面
とノズル支持部材１３３の内周面との少なくとも一方に配設され、ノズル支持部材１３３
に圧入されたノズル本体部１３１をノズル支持部材１３３に接着する接着部１３５をさら
に有していてもよい。　
　これにより、本変形例では、より確実に、ノズル本体部１３１がノズル支持部材１３３
から抜けることを防止できる。
【００５６】
　［第２の変形例］　
　第１の実施形態では、ノズル支持部材１３３が凹部１３３ａを有し、カバー部１２３が
凸部１２３ｅを有しているが、これに限定する必要はない。図４Ｃに示すように、例えば
、ノズル支持部材１３３が凸部１３３ｅを有し、本体部１２１が凹部１２１ｅを有してい
てもよい。
【００５７】
　以下に、ノズル支持部材１３３が凸部１３３ｅを有する場合について説明する。　
　図４Ａに示すようにノズル支持部材１３３が送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫
通孔部１２１ｃとに嵌め込まれた際、図４Ａと図４Ｂとに示すようにノズル支持部材１３
３の平坦な一部が凹部１２１ｅに係合するように変形することで、凸部１３３ｅは形成さ
れる。
【００５８】
　なおノズル支持部材１３３の平坦な一部がノズル本体部１３１の圧入によって凹部１２
１ｅに係合するように変形することで、凸部１３３ｅが形成されてもよい。また凸部１３
３ｅは、予めノズル支持部材１３３の外周面に配設されていてもよい。
【００５９】
　このようにノズル支持部材１３３は、図２Ｃと図４Ｃとに示すように、ノズル支持部材
１３３の外周面に配設されている凹部１３３ａと凸部１３３ｅとの少なくとも一方を有し
ていてればよい。図２Ｃに示すようにノズル支持部材１３３が凹部１３３ａを有している
場合、凹部１３３ａが係合する凸部１２３ｅは、挿入部２０の先端部であるカバー部１２
３と本体部１２１との少なくとも一方に形成される。また図４Ｃに示すようにノズル支持
部材１３３が凸部１３３ｅを有している場合、凸部１３３ｅが係合する凹部１２１ｅは、
挿入部２０の先端部である本体部１２１に形成される。
【００６０】
　これにより本変形例では、ノズル支持部材１３３に対するノズル本体部１３１の抜け止
めにおいて、設計の自由度を向上できる。
【００６１】
　［第３の変形例］　
　［構成］　
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　図５Ａと図５Ｂと図５Ｃとに示すように、ノズル支持部材１３３は、ノズル本体部１３
１が圧入され、ノズル本体部１３１の圧入方向の前方に向かって先細な凸形状を有する圧
入孔１３３ｂを有している。
【００６２】
　圧入孔１３３ｂは、ノズル本体部１３１の圧入方向において基端部側に配設されている
大径孔部と、圧入方向において先端部側に配設され、大径孔部と連通し、大径孔部よりも
小さい径を有する小径孔部とを有している。このように圧入孔１３３ｂは、縮径している
。大径孔部の径は、ノズル本体部１３１の外径よりも小さい。
【００６３】
　圧入孔１３３ｂの先端部である小径孔部の周囲に配設されているノズル支持部材１３３
の肉厚部１３３ｃにおいて、肉厚部１３３ｃは、ノズル本体部１３１が圧入孔１３３ｂに
圧入されることによって、ノズル支持部材１３３が凸形状に変形し、肉厚部１３３ｃが凸
部１３３ｅとして形成されて凹部１３３ａに係合するように、ノズル支持部材１３３の径
方向において外側に向かって押圧される。肉厚部１３３ｃが凹部１３３ａと係合すること
で、水密が実施される。
【００６４】
　［作用］　
　図５Ａと図５Ｂとに示すように、ノズル支持部材１３３は、ノズル支持部材１３３の外
周面が平坦な状態で、第１の実施形態と同様に圧入方向において基端部側から先端部まで
一定の太さを有する状態で送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとに
嵌め込まれる。
【００６５】
　次に図５Ｂと図５Ｃとに示すように、ノズル支持部材１３３は、ノズル本体部１３１が
圧入孔１３３ｂに圧入されることによって、圧入方向において基端部側が細く、圧入方向
において先端部側に太くなるように、凸形状に変形する。これにより、肉厚部１３３ｃは
、外側に向かって押圧され、凸部１３３ｅとして形成され、凹部１２１ｅに係合する。
【００６６】
　ノズル本体部１３１がノズル支持部材１３３から抜去されると、図５Ｂに示すように、
凸部１２３ｅとして形成される肉厚部１３３ｃは、ノズル支持部材１３３の径方向におい
て内側に向かって引っ込む。これにより、ノズル支持部材１３３は、圧入方向において基
端部側から先端部まで一定の太さを有する状態に戻る。ノズル支持部材１３３は、この状
態で、送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとから抜去される。
【００６７】
　［効果］　
　これにより本変形例では、抜け止めを容易に実施できる。　
　また本変形例では、ノズル本体部１３１がノズル支持部材１３３から抜去されると、ノ
ズル支持部材１３３は、図５Ｂに示すように、圧入方向において基端部側から先端部まで
一定の太さを有する状態に戻る。このため本変形例では、ノズル支持部材１３３を容易に
送気・送水開口部１２３ｃと送気・送水貫通孔部１２１ｃとから抜去できる。
【００６８】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【００６９】
　１０…内視鏡、２０…挿入部、２１…先端硬質部、２１ｂ…撮像ユニット、２１ｃ…観
察窓、１２１…本体部、１２１ｃ…送気・送水貫通孔部、１２３…カバー部、１２３ｃ…
送気・送水開口部、１３０…送気・送水ノズル、１３１…ノズル本体部、１３１ａ…噴出
口、１３１ｂ…屈曲部、１３３…ノズル支持部材。
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